
―こぼれ話 各時代の歴史より―再 牛久 第三十八話発 見

　　
捨し
ゃ 

我か 

精
し
ょ
う 

進じ
ん

　
―
川
村
が
体
得
大だ

い

ご悟
し
た
人
生
の
基
本
理
念
―

川
村
理
助
（
現
・
岡
見
町
出
身
）と
吉
田
弥
平
（
現
・
上
柏
田
町
出
身
）
②

　

―

明
治
・
大
正
時
代
に
東
京
高
等
師
範
学
校
の
教
授
と
し
て
奉
職

―

『
一
切
の
な
や
み
は
自
分
自
身
の

こ
と
を
考
え
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
お

こ
る
。
我が

け

ん見
・
我
欲
・
我
情
を
捨

て
て
当
面
の
目
標
に
む
か
っ
て
精

進
す
る
〝
捨
我
精
進
〞
こ
そ
人
生

の
基
本
で
あ
る
』

　
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
川
村
は
、精
進
会
を
結
成
し
、会

長
と
な
り
機
関
誌
・
月
刊
精
進
を

創
刊
し
て
捨
我
精
進
の
伝
道
に
努

め
た
。
精
進
会
の
本
部
は
調
布
高

等
女
学
校
の
校
長
室
に
お
か
れ
た
。

　
さ
ら
に
川
村
は
、大
正
12
年（
１

９
２
３
年
）
７
月
よ
り
、
捨
我
精

進
の
全
国
伝
道
の
旅
に
出
た
。
川

村
の
足
跡
は
、
日
本
本
土
は
も
と

よ
り
、
遠
く
樺か
ら

太ふ
と（

北
緯
50
度
以

南
が
日
本
国
領
）、
満
州（
関
東
州

〈
旅
順
・
大
連
な
ど
〉は
日
本
の
租

借
地
）に
及
び
、か
れ
の
講
演
会
へ

の
参
加
者
は
20
万
人
に
達
し
た
。

　
も
う
一
方
で
川
村
は
、ラ
ジ
オ
の
人

生
相
談
の
番
組
を
担
当
し
て『
悩
み

迷
う
人
々
』の
救
済
に
も
あ
た
っ
た
。

　
川
村
理
助
先
生
と

　
　
　
　
　
私（
近
藤
宏
二
）

　
昭
和
56
年（
１
９
８
１
年
）の
夏
、

川
村
を
一
生
の
師
と
仰
ぎ
、
文
化

放
送（
Ｑ
Ｒ
）な
ど
で
ラ
ジ
オ
ク
リ

ニ
ッ
ク
と
し
て
活
動
中
の
医
学
博

士
・
近
藤
宏
二
よ
り
直
接
話
を
聞

く
機
会
を
得
た
。

『
偉
大
な
教
育
者
で
あ
っ
た
川
村

理
助
先
生
に
縁
あ
っ
て
私
は
東
大

医
学
部
に
入
る
前
の
肋ろ
く
ま
く膜
炎
療
養

時
代
（
昭
和
５
年
〈
１
９
３
０
年
〉）

出
逢
っ
た
。
急
性
肋
膜
炎
の
発
病

で
病
床
に
ふ
せ
っ
て
い
た
と
き
、
月

間
雑
誌
で
川
村
先
生
の
人
生
相
談

を
拝
読
し
た
の
が
ご
縁
で
、
調
布
高

等
女
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

精
進
会
の
講
演
会
に
出
席
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
…
戦
後
、
私
の
一
生

の
師
、
川
村
先
生
も
御
永
眠
さ
れ

た
。
し
か
し
、
私
が
青
春
時
代
に
き

ざ
み
こ
ま
れ
た
人
生
の
指
針
、
つ
ま

り
、〝
捨
我
精
進
〞
の
道
は
、
今
日
も

か
わ
る
こ
と
な
く
、
医
療
奉
仕
・
社

会
奉
仕
と
い
う
生
活
態
度
と
な
っ

て
生
き
て
い
る
よ
う
に
お
も
う
…
』

　
こ
の
話
は
、
昭
和
56
年
夏
に
早

朝
の
文
化
放
送
の
ラ
ジ
オ
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
、
１
回（
15
分
）放
送
さ

れ
た
。
も
う
一
方
近
藤
宏
二
よ
り

広
報
う
し
く
昭
和
56
年
２
月
１
日

号
へ『
川
村
理
助
先
生
と
私
』と
い

う
寄
稿
文
も
い
た
だ
い
て
い
た
。

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
　
栗 

原  

功
　

川
村
理
助
（
後
編
）

川 村 理 助
慶応3年（1867年）～昭和

22年（1947年）

写真は晩年の川村理助

に
４
年
の
年
月
を
費
や
し
た
。

　
明
治
37
年（
１
９
０
４
年
）７
月

に
、大
日
本
図
書（
株
）に
移
り
、取

締
役
に
な
っ
て
中
等（
旧
制
中
学
）

教
科
書
の
発
刊
事
業
に
専
念
し
た
。

大
正
５
年（
１
９
１
６
年
）に
は
培

風
館
を
設
立
し
て
出
版
会
社
経
営

に
乗
り
出
し
た
が
、
利
益
の
大
半

を
教
育
基
金
に
回
す
と
い
う『
理

想
』に
走
り
過
ぎ
て
失
敗
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
川
村
が
体
得
大
悟

（
迷
い
を
去
り
、
完
全
に
悟さ
と

る
こ

と
）
し
た〝
捨
我
精
進
〞
と
は
、
事

業
の
失
敗
や
長
男
と
妻
の
死
去
が
、

35
年
の
間
に
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ

る
血
の
滲に
じ

む
よ
う
な
人
生
体
験
の

中
か
ら
つ
か
み
と
っ
た
人
間
愛
の

極
致
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
基
本
理
念
の
概
要
は
、

近 藤 宏 二
明治43年（1910年）～平成2年（1990年）。

群馬県出身。東京帝国大学医学部

卒。医学博士。昭和27年（1952年）か

らNHK、文化放送などのラジオ・テ

レビドクター。NHKラジオ『療養の時

間』以来、放送は1万回を超えた。傍

ら、昭和30年代初めに人間ドックと

健康管理のクリニックを開設して、

地域住民の健康指導も行っていた。

　
川
村
理
助
が
、
わ
ず
か
１
年
余

に
し
て
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授

を
辞
職
し
た
の
は
、
当
時
の
校
長

伊
沢
修
二
と
教
育
に
関
す
る
意
見

が
合
わ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

伊
沢
修
二
は
、
洋
楽
に
基
礎
を
お

き
、和
洋
音
楽
の
融
合
も
あ
る
程
度

考
慮
に
入
れ
た
唱
歌
教
授
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
創
案
す
る
な
ど
、
わ
が

国
の
音
楽
教
育
の
基
礎
を
築
い
た
。

　
川
村
は
、明
治
32
年（
１
８
８
９

年
）
４
月
に
東
京
高
等
師
範
学
校

の
教
授
を
辞
職
す
る
と
、
同
年
７

月
に
東
京
機
械
製
造（
株
）の
取
締

役
に
就
任
し
た
。
茨
城
師
範
学
校

の
生
徒
当
時
の
校
長
松
木
直
巳
が

同
社
の
社
長
で
、
松
木
に
請
わ
れ

た
の
で
あ
っ
た
が
、
就
任
３
カ
月

余
で
松
木
は
急
逝
し
、
同
社
再
建

広報うしく6月1日号当

コーナーにおいて、表

記に誤りがありました。

お詫びして訂正します。

誤  舎
し ゃ が

我精
しょうじん

神、拾
し ゃ が

我

精
しょうじん

神、捨
し ゃ が

我精
しょうじん

神

正 捨
し ゃ か

我精
しょうじん

進
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